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●ジュニア芸術祭－十日町小学校－

●
●
●
●
●
●
●
●
●

　文化財防火デーの1月26日㈫、博物館で避難訓練が行われました。
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密
着
！　

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
一
日

雪
の
ひ
と
く
ち
メ
モ
③

一
日
の
始
ま
り
は
午
前
３
時

その3

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

の
雪

の
国は

お

し
な

　雪が降った朝、通勤通学の時間までに道がきれいに除雪されてい

ます。それを支える人たちは、何時から作業し、どんな一日を過ご

しているのでしょうか。

　今回は、松之山地区除排雪作業共同企業体の皆さんに協力しても

らい、除雪オペレーター（除雪機械の作業員）に密着取材しました。

　
㈱
高
橋
組
の
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
村
山

末
男
さ
ん
（
坪
野
・
50
歳
）
の
朝
は
早
く
、

午
前
３
時
過
ぎ
に
は
家
を
出
て
除
雪
セ
ン

タ
ー
へ
向
か
い
ま
す
。
　

　
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
除
雪
機
の
暖
機
運

転
を
行
い
、
そ
の
間
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
全

員
で
打
合
せ
で
す
。
15
分
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
除
雪
機
に
乗
車
。
村
山
さ
ん
は
乗
り
慣

れ
た
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
に
乗
り
込
み
ま
す
。

　
村
山
さ
ん
の
受
け
持
ち
は
主
に
上
鰕
池

と
中
尾
な
ど
数
集
落
で
、
移
動
も
含
め
約

30
㎞
の
区
間
。
除
雪
作
業
は
一
見
豪
快
な

光
景
に
見
え
ま
す
。
で
も
、
作
業
中
は
左

手
と
足
で
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
の
運
転
を
行

い
、
右
手
は
３
つ
の
レ
バ
ー
を
操
作
し
、

常
に
変
化
し
て
い
く
雪
質
と
路
面
状
況
に

合
わ
せ
て
排
土
板
を
微
調
整
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
て
も
繊
細
な
作
業
で
す
。

　
１
集
落
の
作
業
時
間
は
約
２
時
間
。
移

動
を
含
め
て
５
時
間
休
み
な
く
、
こ
の
細

か
い
作
業
が
続
き
ま
す
。

　
除
雪
作
業
は
市
民
の
通
勤
・
通
学
時
間

に
間
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
的
に
行
わ
れ
る
作

業
は
ま
さ
に
職
人
技
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
村
山
さ
ん
は
、
な
る
べ
く

各
住
宅
の
玄
関
近
く
に
雪
の
か
た
ま
り
が

残
ら
な
い
よ
う

に
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
作

業
し
て
い
ま
し

た
。｢

や
る
か

ら
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら

喜
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
か
ら

ね｣

。
笑
顔
で

語
る
村
山
さ
ん
の
言
葉
に
、
迷
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
、
職
人

の
誇
り
と
優
し
さ
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
（
１
月
８
日
㈮
）
は
雪
が
少
な

く
、
８
時
過
ぎ
に
は
作
業
が
終
わ
り
ま
し

た
が
、
雪
が
多
い
と
10
時
を
過
ぎ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
除
雪
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
て
遅
い
朝
食
を
済
ま
せ
る
と

す
ぐ
ま
た
除
雪
作
業
に
戻
り
、
１
日
の
作

業
時
間
が
15
時
間
に
な
る
と
き
も
あ
る
そ

う
で
す
。
ひ
と
冬
で
80
〜
１
０
０
日
間
タ

イ
ヤ
ド
ー
ザ
に
乗
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
村
山
さ
ん
は
、
朝
食
と
休
憩
を

済
ま
せ
る
と
、
通
常
業
務
の
あ
る
小
谷
の

工
事
現
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
１
月
13
日
㈬
か
ら
14
日
㈭
に
か

け
て
ド
カ
雪
が
降
っ
た
と
き
は
、
休
憩
を

挟
ん
で
17
時
間
以
上
除
雪
作
業
が
続
い
た

そ
う
で
す
。

誇
り
と
優
し
さ
が
除
雪
の
心

す
べ
て
を
支
え
る

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
長

電
話
☎
電
話
の
24
時
間

１
日
17
時
間
作
業
も

　
除
雪
セ
ン
タ
ー
長
（
松
之
山
地
区
除
排

雪
作
業
共
同
企
業
体
長
）
の
滝
沢
正
秀
さ

ん
（
天
水
越
・
55
歳
／
㈱
高
橋
組
）
は
、

除
雪
作
業
員
の
束
ね
役
で
あ
る
と
と
も

に
、
松
之
山
地
域
全
体
の
円
滑
な
除
雪
作

業
を
、
昼
夜
を
問
わ
な
い
対
応
で
支
え
て

い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
長
の
一
日
は
、
作
業
員
た
ち

よ
り
も
１
時
間
半
以
上
早
い
深
夜
１
時
半

に
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
地
区
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
除
雪
が
必
要
か
ど
う
か
を
調

べ
ま
す
。
３
時
前
に
は
除
雪
セ
ン
タ
ー
の

部
屋
を
暖
め
て
お
湯
を
沸
か
し
、
３
時
か

ら
約
30
人
の
除
雪
作
業
員
全
員
に
電
話
連

絡
を
始
め
ま
す
。
４
時
か
ら
の
除
雪
作
業

に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
で
す
。

　
朝
と
昼
の
作
業
員
へ
の
電
話
連
絡
に
加

え
、
ひ
っ
き

り
な
し
に
電

話
が
入
り
ま

す
。
除
雪
作

業
を
請
け
負

う
各
業
者
や

役
所
か
ら
の

連
絡
、
さ
ら

に
市
民
か
ら

の
問
合
せ
や

苦
情
な
ど
で
、
そ
の
後
の
対
応
も
加
わ
り

ま
す
。

　
緊
急
の
場
合
は
休
日
に
も
電
話
が
入
る

そ
う
で
、「
昼
も
夜
も
電
話
に
追
い
立
て

ら
れ
る
（
笑
）」
毎
日
。
冬
期
間
は
、
気

を
抜
け
る
と
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
豆
知
識
】
何
㎝
降
っ
た
ら
出
動
？

　
冬
期
を
通
じ
て
10
㎝
以
上
で
出
動
と
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
は
３
時
、
午
後
の

出
動
は
11
時
の
時
点
で
判
断
し
ま
す
。
判

断
は
降
雪
量
だ
け
で
な
く
、
県
の
降
雪
予

報
な
ど
を
参
考
に
、
最
終
的
に
セ
ン
タ
ー

長
が
経
験
に
基
づ
き
決
め
ま
す
。
基
準
時

以
降
に
ド
カ
っ
と
降
る
こ
と
も
あ
る
か
ら

で
す
。

︿
取
材
を
終
え
て
﹀

　
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
セ
ン
タ
ー
長

も
、
市
民
の
交
通
確
保
の
た
め
、
早
朝
か

ら
深
夜
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
取
材
し
て

そ
の
こ
と
が
分
か
る
と
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
気
持
ち
で
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、「
ブ
ル
が
来
る

の
が
遅
い
」
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
苦
労
を
知
り
、
ホ

ン
ト
に
感
謝
、
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７

�

３
６
９
３

　

　
お
、
将
来
の
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

養
成
す
る
た
め
の
高
校
生
研
修
か
？

　
い
え
い
え
、
実
は
こ
れ
は
、
高
校
生

に
よ
る
除
雪
現
場
取
材
風
景
で
す
。

　
雪
の
国
の
お
は
な
し
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
で
雪
国
生
活
を
考
え
て
い
く

シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、
編
集
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
、
平
均
年
齢
40
う
ん
歳
。「
こ

れ
だ
と
、
大
人
の
目
線
に
偏
っ
て
し
ま

う
」「
も
っ
と
若
い
人
の
目
線
が
必
要
」

⋮
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
通
学
で
雪
道
を
歩
く
高
校
生

に
は
、
市
民
の
除
雪
マ
ナ
ー
は
ど
う

映
っ
て
い
る
の
か
、
雪
国
の
生
活
を
ど

う
感
じ
て
い
る
の
か
。
大
人
に
は
な
い

視
点
で
雪
を
考
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
で
す
。

　
で
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
新
聞
部
門
に

５
年
連
続
参
加
の
実
績
が
あ
る
、
県
立

松
代
高
等
学
校
の
新
聞
委
員
会
。

　「
い
っ
し
ょ
に
取
材
し
ま
せ
ん
か
」

と
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
、「
ぜ
ひ
と
も
」

と
い
う
こ
と
で
ジ
�
イ
ン
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
部
活
動
の
一
環
と
し
て

除
雪
セ
ン
タ
ー
長
を
協
働
取
材
。「
ど

う
し
て
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
ん
で
す

か
？
」「
ほ
か
に
や
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
ん
だ
よ
」（
笑
）。
と
い
う
よ
う
な
高

校
生
の
取
材
な
ら
で
は
の
や
り
と
り
も

出
て
、
大
人
た
ち
も
に
っ
こ
り
、
そ
し

て
納
得
。

　
こ
れ
か
ら
、
高
校
生
も
取
材
陣
と
し

て
活
躍
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

高
校
生
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
養
成
講
座
？

除
雪
セ
ン
タ
ー
を
突
撃
取
材

高
校
生
と
協
働

　新
し
い
雪
の
国
へ
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全
国
大
会
出
場
選
手

全国大会に34選手が出場

（
敬
称
略
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
�
ス
キ
�

尾
身
勇
気
、
酒
井
正
善
、
春
日
耀
介
、
栁

大
地
、
小
澤
幹
、
柳
里
穂
、
春
日
愛
由
実
、

高
橋
楓
、
酒
井
梨
奈
、
齋
木
愛
里
紗
、
児

玉
倫
花
、
児
玉
美
希
、
佐
野
涼
香
（
以
上

吉
田
中
）、
服
部
達
暉
（
中
里
中
）、
田
村

和
基
（
下
条
中
）

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
�

山
本
政
則
（
中
条
中
）、小
泉
健
太
郎
（
下

条
中
）　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
�
ス
キ
�

宮
沢
大
志
、
中
嶋
崇
仁
、
児
玉
翔
平
、
小

林
洋
介
、
藤
ノ
木
光
、
佐
藤
友
樹
、
大
平

芽
生
、
西
川
綾
（
以
上
十
日
町
高
）、
半

戸
健
太
、
柿
崎
祐
司
、
安
部
拓
也
、
太
田

祐
貴
、
田
中
正
輝
、
長
谷
川
悠
、
高
橋
麻

弥
、
中
嶋
紋
菜
（
以
上
十
日
町
総
合
高
）

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
�

金
沢
陽
（
十
日
町
総
合
高
）

第
59
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

２
月
２
日
㈫
〜
７
日
㈰
　
北
海
道
札
幌
市

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

２
月
3
日
㈬
〜
６
日
㈯
　
岩
手
県
八
幡
平
市

　
第
30
回
十
日
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大
会
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｈ
Ｕ

�

Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
を
締
め
く
く
る
春
季
サ
ー

キ
ッ
ト
大
会
と
し
て
、
ジ
�
ニ
ア
か

ら
大
学
一
般
・
壮
年
の
選
手
た
ち
が

一
同
に
会
し
、
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
と

フ
リ
ー
競
技
を
競
い
ま
す
。

■
日
時
・
種
目
　

　
３
月
13
日
㈯
　
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技

　
　
　
14
日
㈰
　
フ
リ
ー
競
技

 （
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
開
始
）

■
会
場
　
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
競
技
場

■
そ
の
他

　
出
場
選
手
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
26
日
㈮

ま
で
に
、
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配

置
）
に
参
加
費
（
成
年
・
壮
年
４
、

０
０
０
円
、
高
校
生
３
、
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
、
０
０
０
円
）
を
添

え
て
市
ス
キ
ー
協
会
「
K
A
R
H
U-

C
U
P
十
日
町
C
C
ス
キ
ー
大
会
事

務
局
」（
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ハ
ウ
ス
内
☎
７
５
２

�

３
１
０
３
）

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い

「
Ｋカ

ル

フ

Ａ
Ｒ
Ｈ
Ｕ

｜

Ｃカ

ッ

プ
Ｕ
Ｐ
」

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　１月28日㈭、十日町保健センターで平成21年度冬季全国大会出場選手激励壮行会が開催されま

した。会場には中学生15人の選手が出席し、各学校の代表選手が全国大会に向けての決意を述べ

ました。県中学校スキー大会で男女ともに優勝した、吉田中学校の尾身勇気選手（３年）は、「１

人でも多く上位入賞できるように頑張りたい」と意気込みを語りました。

（
高
校
生
は
、
既
に
大
会
現
地
入
り
の
た
め
欠
席
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
㉒

 
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
確
認
し
今
後

の
展
開
を
考
え
る
機
会
と
し
て
�
２
月
28
日
㈰
に
﹁
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
フ
�
�
ラ
ム
２
０
１
０
﹂
を
開
催
し
ま
す
�

 
企
業
を
経
営
し
な
が
ら
70
以
上
の
地
域
貢
献
事
業
を
実
施
し
て

い
る
女
性
経
営
者
の
講
演
と
�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

の
報
告
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
広
が
り
を
考
え
る
意
見

交
換
な
ど
�
実
践
に
基
づ
く
講
話
や
報
告
で
す
�
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
生
か
せ
る
内
容
で
す
の
で
�
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
�

■
ま
ち
づ
く
り
講
演 

︵
70
分
︶

い
ま
地
域
活
動
が
利
益
を
生
む

 
�
企
業
経
営
と
社
会
貢
献
の

 
 
 
 
 
 
ベ
ス
ト
マ
�
チ
ン
グ
�

◎
講
師

：

野と
こ
ろ老
真
理
子
氏

　「
公
共
的
な
課
題
は
だ
れ
が
解
決
し
た

っ
て
い
い
」
と
70
以
上
の
地
域
貢
献
事
業

を
続
け
る
女
性
経
営
者
。
実
践
か
ら
見
え

て
き
た
市
民
・
地
域
・
企
業
・
行
政
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
は
⋮
。

　
企
業
が
地
域
の
中
で
成
り
立
つ
た
め
に

は
、
そ
こ
が
豊
か
に
な
り
、
選
ん
で
く
れ

る
お
客
様
が
増
え
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

　
地
域
で
起
こ
る
問
題
や
課
題
の
解
決
を

目
指
す
の
は
、
そ
こ
で
仕
事
を
す
る
企
業

と
し
て
当
然
の
こ
と
。「
や
れ
る
こ
と
は

や
ろ
う
！
」
と
、
み
ん
な
で
分
担
し
な
が

ら
や
っ
て
い
ま
す
。（
野
老
氏
）

■
協
働
セ
�
シ
�
ン
︵
１
１
０
分
︶

い
ま
広
が
り
の
と
き

 
�
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
た
な
展
開
�

◎
運
営

：

市
民
・
市
職
員
合
同
プ
ロ
ジ
�

 
ク
ト
チ
ー
ム
（
発
表
・
意
見
交
換
）

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
市
民
・
関
係
者
が
、
そ
の

成
果
と
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
熱
く

語
り
ま
す
。

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の
実

　
践
報
告

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
広
が
り
を
考
え
る

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
野
老
真
理
子
氏
（
講
師
）

　
コ
ー
デ
�
ネ
ー
タ
ー

　
　
寺
川
重
俊
氏
（
寺
川
ム
ラ
ま
ち
研
究

　
　
所
代
表
取
締
役
）

●
主
催

：

十
日
町
市
／
協
働
の
ま
ち
づ
く

　
り
推
進
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム

●
問
合
せ

：

総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７

�

３
６
９
３

　
Ｅ
メ
ー
ル

：t-sog
o@

city
.tok

am
ach

i. 

　
　
　
　
　
　lg

.jp

　
※
会
場
の
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
自
動

　
　
車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
乗
り
合

　
　
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
会
場

　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
日
時

　

２
月
28
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
開
場
１
時
）

●
入
場
料
：
無
料

十日町市十日町市

協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム協働のまちづくりフォーラム
20102010
～つながりから広がりへ～

　平成７年、母が経営する千葉県大

網白里町の不動産管理会社を代表取

締役として引き継ぎ、3人の子育て

をしながら業績を伸ばす。社員・ス

タッフ35人、年商６億。

　駅や道路の清掃、交通整理、花の

植栽、社屋を開放しての学童保育・

寄席・コンサート・公開セミナー・

コミュニティレストラン、エコバス

ツアー、100㎞歩きイベントなど、

70以上の地域貢献事業を展開。結

果として収益を上げている。

野
ところ

老真
ま

理
り

子
こ

氏
　
大里綜合管理㈱
代表取締役社長
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申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か

確定申告書等作成コーナー確定申告書等作成コーナー

　
申
告
相
談
に
は
、
事
前
に
必
要
書
類

な
ど
を
準
備
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

◎
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
収
入
や
必
要
経
費
が
分

か
る
帳
簿
や
領
収
書
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
作
成
し
た
収
支
内
訳
書
が
必
要

で
す
。
収
支
内
訳
書
は
事
前
に
作
成

し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
領
収

書
な
ど
を
基
に
計
算
し
た
「
医
療
費

の
明
細
書
」
を
事
前
に
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
☎
７
５
７
―
３
７
１
６

　
川
西
支
所
市
民
課
税
務
収
納
係

　
　
☎
７
６
８
―
４
９
５
６

　
中
里
支
所
市
民
課
税
務
収
納
係

　
　
☎
７
６
３
―
２
５
０
７

　
松
代
支
所
市
民
課
税
務
収
納
係

　
　
☎
５
９
７
―
２
２
２
１

　
松
之
山
支
所
市
民
課
税
務
収
納
係

　
　
☎
５
９
６
―
３
１
５
２

年金受給者の皆さんへ
　収入が公的年金のみの人で、年金保険

者への「扶養親族等申告書」が提出され

なかったため、扶養控除などを受けない

まま市・県民税が課税される場合があり

ます。

　扶養控除などの申告が必要と思われる

人は、市・県民税の申告をお願いします。

期　間 受付時間 地　域 会　場

２月16日㈫

〜

３月15日㈪

午前９時
　〜正午

午後１時
　〜４時

十日町
十日町

保健センター

川　西
中　里
松　代
松之山

各支所庁舎

申告相談日程・会場
（相談は期間中の月～金曜日に行っています）

※詳しくは市報１月25日号をご覧ください

　画面の案内に従って金額などを入力すると、税額などが自動計算され、所得税・消費税の申告書や青色決

算書などを作成できます。

　作成したデータは、e-Tax（電子申告）を利用して提出することもできます。

e-Taxを利用して申告すると…

◆最高5,000円の税額控除が受けられます

平成21年分の確定申告を、本人の電子証明書を添えて申告期限内にe-Taxで行うと、所得税から最高

5,000円の控除を受けることができます（平成19年分または20年分の確定申告でこの控除を受けた人は

受けられません）。

◆添付書類の提出を省略できます

医療費の領収書や源泉徴収票などは、その記載内容を入力して送信するこ

とで、提出・提示を省略できます（確定申告期限から３年間は書類の提出や

提示を求められることがあります）。

◆還付金がスピーディー

　　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています。

※詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）で確認してください

問合せ　十日町税務署　☎ 752-3181

土
地
開
発
公
社
財
産

【
栄
町
住
宅
団
地
】

を
販
売
し
ま
す

◆
物
件

：

土
地
一
区
画
　
１
８
３
・
76
㎡

　
十
日
町
市
字
中
沢
子
３
１
９
番
16
ほ
か

　
２
筆

　
※
現
状
有
姿
渡
し

◆
入
札
最
低
価
格

：

９
８
０
万
円

　
※
共
同
利
用
の
融
雪
用
井
戸
あ
り

◆
資
料
の
閲
覧
期
間
・
申
込
み
期
限
・
場
所

 
３
月
10
日
㈬
ま
で
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
を
除
く
）

　
財
政
課
管
財
係
（
市
役
所
２
階
）

◆
入
札
︵
即
日
開
札
︶

日
時

：

３
月
12
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜

会
場

：

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

　
　
　
隣
）
２
階
　
集
団
検
診
室

◆
現
場
説
明

　
希
望
す
る
人
は
、
問
合
せ
先
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
閲
覧
期
間
内
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
入
札
保
証
金

：
免
除

◆
契
約
保
証
金

　
売
買
価
格
（
落
札
価
格
）
の
10
％
を
１

週
間
以
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
土
地

代
金
の
一
部
に
充
当
し
ま
す
。

◆
売
買
代
金
の
納
入

　
落
札
価
格
の
う
ち
、
保
証
金
と
し
て
支

払
っ
た
価
格
を
除
い
た
残
額
を
、
契
約
の

日
か
ら
３
か
月
以
内
に
振
り
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ

　
財
政
課
管
財
係

　
☎
７
５
７
―
９
９
１
４

駅
通
り

高
田
町
通
り

←小千谷市 国道117号 津南→

JR
十日町駅

栄町

飯山線

農業用軽油に係る免税証交付申請などの一斉受付を行います
　軽油引取税の免税を受けるには、免税軽油使用者証及び免税証の交付を受ける必要があります。昨年免税証

の交付を受けた人には別途案内を送付していますので、案内に記載されているとおりに手続きをしてください。

交付申請日と交付日が異なりますのでご注意ください（即日交付は行いません）。

■申請受付日時：３月２日㈫〜４日㈭　午前９時〜正午、午後１時〜４時

■交付日時：３月16日㈫・17日㈬　午前９時〜正午、午後１時〜４時

■受付・交付場所：十日町地域振興局（妻有町西１・２）

■問合せ：南魚沼地域振興局県税部十日町収税課　☎757-5513

【免税軽油使用者証交付申請（新規・有効期間更新）】
　免税軽油使用者証は、２年ごとに更新の手続きが必
要です。22年10月31日まで有効な使用者証の交付を
受けている人は、今回の手続きは不要です。
■必要書類：①県収入証紙（１人450円）②商業登記
　簿謄本（法人のみ）③印鑑④免税対象機械の販売証
　明書（販売店で発行）及びカタログ
【免税証交付申請】
■必要書類：①耕作面積証明書（農業委員会で交付）
　②印鑑③免税軽油（共同）使用者証
【注意事項】
⑴各申請書・誓約書などは会場に用意してあります。
⑵今回の受付で、春耕・秋耕・収穫など一連の農作業
　に係る免税証を交付します。
⑶免税対象機械を新規・変更登録する場合は、当該機

　械の販売証明書（販売店で発行）とカタログを持参
　してください。
⑷県収入証紙は、第四銀行・北越銀行・大光銀行・県
　信用組合・地域振興局内売店で販売しています。
⑸次に該当する場合は、使用者証を交付できないこと
　があります。
・使用者証及び免税証の返納を命ぜられ、その日から
　起算して２年を経過しない場合
・国税または地方税の滞納処分を受け、その処分の日
　から起算して２年を経過しない場合
・国税や地方税などに関する法令の規定で一定以上の
　刑に処せられ、一定の期間を経過しない場合
・「免税軽油の引取り等に係る報告書」を提出してい
　ない場合
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　信濃川の左岸に位置する本屋敷

集落は、本屋敷と小沢の２地域

からなります。この集落にある慈

眼寺は約400年前に誕生。現在は

齋藤馨
けい

爾
じ

さん（68歳）が27代目

の住職を務めています。このお寺

は、保育園がないころは農繁期に

託児所の役割を担い、冬場は雪のため自宅から通学

できない小・中学生の寄宿舎として利用されていま

した。３月に行うだんごまきでは、前日に集落のお

母さんたちが集まり、赤・黄・緑を組み合わせたカ

ラフルなだんごを手作りしています。近年では、芸

術祭の期間、お堂で作品の発表会を

行ったり、お堂を休憩所として開放

したりしま

した。地域

の皆さんか

ら“みんな

のお寺”と

親しまれて

います。

気
軽
に
運
動
、
み
ん
な
で
楽
し
く

　
　

  

中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙヨ

Ｏ
―ー

Ｂベ

Ｅ

雪原キャンドルを成功させよう！
ボランティア募集

 

「
松
代
相
撲
」
盛
大
に
千
秋
楽

　
　
　
　
　
90
周
年
記
念
を
祝
う
！

アカミズとアオミズ

　

山
の
中
の
日
の
当
た
ら
な
い
湿
地
や
沢

筋
に
入
る
と
、
ア
カ
ミ
ズ
と
呼
ば
れ
る
柔

ら
か
い
草
が
密
生
し
て

い
て
、
そ
れ
を
鎌
で
優

し
く
刈
り
取
る
か
爪
で

摘
む
か
し
て
採
っ
て
き

ま
す
。
み
ず
み
ず
し
い

茎
が
柔
ら
か
く
赤
み
を

帯
び
て
い
る
の
で
ア
カ

ミ
ズ
と
呼
び
ま
す
が
、

イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草
で
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ

が
正
式
和
名
。
『
う
わ
ば
み
』
と
い
う
大

蛇
で
も
出
そ
う
な
所
に
生
え
て
い
る
と
い

う
の
で
す
が
、
実
際
は
蛇
に
は
関
係
な
い

湿
地
で
す
。
料
理
が
簡
単
な
の
で
人
気
が

あ
り
、
一
か
所
で
大
量
に
採
れ
る
の
で
発

見
さ
え
す
れ
ば
毎
年
採
れ
ま
す
。
葉
の
付

け
根
に
丸
い
ム
カ
ゴ
が
で
き
、
落
ち
て
新

株
を
生
や
す
の
で
集
団
化
し
ま
す
。

　

ア
カ
ミ
ズ
に
よ
く
似
て
い
て
、
茎
全
体

が
淡
い
緑
色
の
ア
オ
ミ
ズ
は
、
同
じ
イ
ラ

ク
サ
科
の
多
年
草
で
ヤ
マ
ト
キ
ホ
コ
リ
と

い
う
の
が
正
式
和
名
。
ト
キ
ホ
コ
リ
と
い

う
当
地
に
は
な
い
植
物
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山

に
生
え
る
ト
キ
ホ
コ
リ
で

す
。
ア
カ
よ
り
も
小
型
で

柔
ら
か
く
、
味
は
淡
白
。

料
理
も
簡
単
な
の
で
ア
オ

の
方
が
上
等
で
す
が
、
茎

が
も
ろ
い
の
で
採
取
に
は

刃
物
が
必
要
で
す
。
仲
間
同
士
と
い
う
こ

と
で
混
生
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

図
画
で
は
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
き
ま
せ

ん
が
、
実
物
は
初
心
者
に
も
簡
単
に
見
分

け
ら
れ
る
自
然
の
贈
り
物
で
す
。

　
　
　
　
　

（
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
）

ア
カ
ミ
ズ
と
ア
オ
ミ
ズ
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大
正
９
年
に
始
ま
っ
た
松
代
相
撲
（
在

天
法
人
大
日
本
松
代
相
撲
協
会
主
催
）

は
、
今
年
で
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ラ

ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
い
時
代
、
一
日
遅
れ

の
新
聞
を
頼
り
に
、
降
り
し
き
る
雪
の
中

の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
始

め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
相
撲
は
、
国
技
館
で
行
わ
れ
る
大

相
撲
初
場
所
中
入
り
後
の
取
り
組
み
か
ら

勧
進
元
で
選
ん
だ
10
番
の
勝
敗
を
予
想

し
、
当
た
っ
た
数
を
15
日
間
の
合
計
で
競

い
ま
す
。
今
年
は
、
９
部
屋
総
勢
２
１
４

人
の
力
士
が
参
加
し
、
国
技
館
の
取
り
組

み
に
、
そ
し
て
１
点
に
一
喜
一
憂
し
ま
し

た
。

　
千
秋
楽
の
１
月
24
日
㈰
に
は
、
ま
つ
だ

い
ふ
る
さ
と
会
館
常
春
ホ
ー
ル
で
盛
大
に

千
秋
楽
行
事
を
挙
行
。
15
日
間
の
長
丁
場

を
優
秀
な
成
績
で
乗
り
切
っ
た
得
点
上
位

の
二
力
士
が
め
で
た
く
東
西
の
横
綱
と
な

り
、
本
物
顔
負
け
の
土
俵
入
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
松
代
相
撲
協
会
理
事
長
の
松
田

川
こ
と
高
橋
芳
平
さ
ん
（
85
歳
）
は
、

「
参
加
力
士
は
昭
和
51
年
の
５
２
１
人
を

ピ
ー
ク
に
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
こ
こ
何
年
か
は
増
え
て
い
ま

す
。
先
人
の
思
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

大
切
な
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き

た
い
。
盛
大
に
１
０
０
周
年
が
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い

た
だ
き
、
大
い
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東横綱　川端山清関による土俵入り

「雪国のかたち―藁
わら

と道楽神」展
関連イベント

①藁の造形教室
　わらで作品を制作している村上裕介さん

を講師に、小さな馬やトンボなどのわら細

工を作ってみませんか。

日　時：２月20日㈯・21日㈰

　　　　午前10時〜午後３時（随時受付）

②越の道祖神どんど焼き（公開制作）
　長野市篠ノ井にある越という集落では、

小正月に行う道祖神どんど焼きで「オスガ

タ」と呼ぶ約3.5ｍのわら人形をまつりま

す。越の皆さんによる公開制作は必見！

日　時：２月20日㈯　

　　　　午後１時〜

■参加費：どちらも

　雪アートプロジェ

　クト入場券が必要

■会場・問合せ

　まつだい農舞台

　☎595-6180

　
日
常
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
場
の
提
供
を
目
的
に
、
お
と

と
し
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
「
中
里
総

合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ
―
Ｂ
Ｅ
」。「
い
つ
で
も
　

ど
こ
で
も
　
だ
れ
と
で
も
　
い
つ
ま
で

も
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
2
月
に
計
画

し
て
い
る
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
」
や
会

員
か
ら
の
要
望
で
始
ま
っ
た
「
マ
タ
ニ
テ

�
ヨ
ガ
」、「
い
き
い
き
体
操
」
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
盛
ん
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
シ
�
ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
の
よ
う
に

パ
ン
チ
や
キ
ッ
ク
を
繰
り
出
す
「
キ
ッ
ク

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
は
、
中
里
地
域
で
は
Ｙ

Ｏ
―
Ｂ
Ｅ
設
立
前
か
ら
お
な
じ
み
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
毎
回
10
人
ほ
ど
の
皆
さ
ん
が
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
23
日
㈯
に
行
わ
れ
た
「
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
」
で
は
、
高
校
生
を
中

心
に
15
人
ほ
ど
が
2
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、「
仲
間

を
増
や
し
て
ダ
ン
ス
を
続
け
た
い
」
と
ダ

ン
ス
の
奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
。
同
教
室
は
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
30

分
〜
９
時
30
分
に
ユ
ー
モ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
「
お
父
さ
ん
の
た
め
の
メ
タ
ボ

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
」
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
そ
う
で
、
同
ク
ラ
ブ
は
運
動
を
通
じ
て

地
域
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ
―
Ｂ

　
Ｅ
　
☎
７
６
１
―
７
４
７
４ 

ヒップホップダンス教室皆さん楽しんでいます

まかれるだんごとだんごまきの様子

　なかさと清津スキー場で３月13日㈯に開催される「雪

原カーニバルなかさと2010」。メーンイベントの雪原キ

ャンドルには、多数のキャンドル用カップが必要で、多

くの皆さんの協力があって初めて成功できます。そこで、

次の日程でカップ作りのために中里支所大会議室を開放

します。作業は簡単ですので、仲間同士で気軽にご参加

ください。都合のつく時間だけでも、ぜひご協力をお願

いします。作成されたカップは、カーニバル当日にゲレ

ンデに設置され、幻想的な光の世界を演出します。

■日　時：３月３日㈬〜５日㈮　午前９時〜午後８時

■会　場：中里支所３階大会議室

■作業内容：テープとカッターを使い、紙コップを細工

　します。道具類はすべて用意します。

※申込み不要、直接会場

においでください。

■問合せ：雪原カーニバ

ルなかさと実行委員会

（中里支所地域振興課

内）☎763-2511

一個一個が手作りなんです
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チャレンジチャレンジ

今はいろいろなことを覚えるとき
◯56
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市民生活課環境政策室　☎757-3740
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前澤　優和
　　　　ちゃん

まえざわ　ゆわちゃん
平成18年３月28日生まれ
松之山　　　　（写真左）

　カラオケが大好きなゆわちゃんは、おばあちゃん
が作ってくれたはおりとはかまを着て、弟のとわちゃ
んといっしょに氷川きよしの歌を毎日歌っています。
おじいちゃんと３人で、集落の秋祭りでも歌いました。

　日常生活の中で飲料水をはじめ、さまざまな容器として使われているペットボトル。そのペットボトルの

キャップは一般のごみに混ぜてしまうと焼却処分され、二酸化炭素（CO2）の発生源になります。その量は

キャップ400個で3,150グラムのCO2が発生します。また、埋立て処分されると土壌を汚染し、私たちが住

む地球環境を破壊することになります。

　地球温暖化が心配されている中で、キャップを再資源化することによりCO2の発生を抑制することができ

ます。また、キャップの売却益で発展途上国の子どもたちにワクチンが届き、命を救うことができれば、そ

れは国境を越えた未来への贈り物になります。

リサイクルのすすめ
―キャップを集めて、地球に愛を！　　
　　　　　　　　子どもたちに愛を！―

《キャップ回収でワクチンに生まれ変わる流れ》

個
人

　
キ
ャ
ッ
プ
（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
）

を
集
め
る
。

※

シ
ー
ル
な
ど
は
は
が
し
て
く
だ
さ
い

ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

　
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
。

再
資
源
化
事
業
者

　
キ
ャ
ッ
プ
を
買
い
取
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進

協
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｐ)

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
世
界
の
子
ど
も
に
ワ

ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
）

売
却
益

キ
ャ
ッ
プ
４
０
０
個
で
10
円

に
な
り
ま
す
。

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
提
供

ワ
ク
チ
ン
を
購
入

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
１
人
分

20
円
「
キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個

で
１
人
の
子
ど
も
の
命
が
救

え
ま
す
」

宮澤　玲香
　　　　ちゃん

みやざわ　れいかちゃん
平成20年１月３日生まれ
南台　　　　　（写真右）

 大好きなゆうたお兄ちゃんといっしょに、おいかけっ
こをしたり風船で遊んだり、元気いっぱいに遊んでい
ます。この冬は家族みんなでベルナティオのキッズパ
ークに行って、初めてのソリをたくさん楽しみました。

　
現
在
の
会
社
に
就
職
し
て
３
年
に
な
り
ま
す
。

冬
期
間
は
主
に
ダ
ン
プ
を
使
っ
た
除
雪
や
排
雪
の

仕
事
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
重
機
を
使
っ
た
土
木

や
解
体
工
事
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
大
型
の
ダ
ン
プ
や
重
機
に
乗
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
の
運
転
は
気
を
使
う

作
業
で
大
変
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
学
べ
る
今
の
仕

事
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
の
中
越
沖
地
震
の
と
き
に
は
、
家
屋
の

解
体
で
柏
崎
に
行
き
ま
し
た
。
す
み
か
を
失
い
、

困
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
、
崩
れ
か
か
っ
て

い
る
家
を
解
体
し
て
、
復
興
の
一
翼
を
担
う
こ
と

が
で
き
て
、人
の
役
に
立
つ
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　
休
み
の
日
は
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。家
族
や
友
人
と
い
っ
し
ょ
に
、ゆ
っ

く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
お
い
し
い
物
を
食
べ
に
行

き
た
い
で
す
。
運
転
も
好
き
な
の
で
、
将
来
は
ト

ラ
ッ
ク
の
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
、
全
国

を
走
り
回
り
た
い
な
ん
て
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

鈴木　彰 さん
1984年生

㈱村山興業勤務

先月の田邉誠さんからのバトンタッチ。

健康診査（住民健診）の検査項目

身体計測（40〜74歳は腹囲測定あり）、
血圧測定、検尿、血液検査（脂質・血糖・
肝機能・貧血）

※一定基準の中で、医師が必要と認め
　た場合のみ、心電図・眼底検査を実
　施します。

　
２
月
末
に
各
世
帯
に
「
各
種
検
診

申
込
書
」を
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
の
検
診
の
申
込
書
で
あ
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
受
診
状
況
を
把
握
す

◎
平
成
22
年
度
各
種
検
診
申
込

　

書
を
配
布
し
ま
す

　
ど
の
医
療
保
険
の
人
で
も
、
対
象

者
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
同
封
す
る

案
内
を
よ
く
読
ん
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◎
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）

　

の
申
込
み

己
負
担
な
ど
の
受
診
方
法
が
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
確
認
の
う
え
、
適
切
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
医
療
保
険

者
に
よ
っ
て
は
、
市
の
住
民
健
診
会

場
で
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

②
16
〜
39
歳
の
人
、
75
歳
以
上
の
人

　
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
を
希
望

す
る
人
は
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
40
〜
74
歳
の
人

　
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、『
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
』
を

各
医
療
保
険
者
（
国
保
、
協
会
け
ん

ぽ
、
共
済
組
合
な
ど
）
が
実
施
し
ま

す
の
で
、
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
４
月
以
降
に
各
医
療
保
険
者

か
ら
、
健
診
会
場
・
検
査
項
目
・
自

◎
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・

　

各
種
が
ん
検
診
な
ど
の
申
込
み

★
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

　

年
１
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し

　

ょ
う
。

る
大
切
な
調
査
で
す
。
受
診
希
望
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
３
月
８
日
㈪

ま
で
に
、
市
政
事
務
嘱
託
員
な
ど
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
種
検
診
の
詳
し
い
内
容
や
申
込

書
の
記
入
方
法
は
、
申
込
書
に
同
封

す
る
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問合せ 健康支援課成人保健係
TEL757-9764

各
種
検（
健
）診
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
　
〜
自
分
流
　
楽
し
く
続
け
る
　
健
康
づ
く
り
〜
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宝ほ
う

木き

塚づ
か

・
十
日
町
交
流
会

ネージュスポーツクラブ子育て勉強会

地域全体で支えよう　認知症サポーター養成講座

　１月18日㈪と22日㈮の２日間、十日町保健センターで市職員を対
象とした認知症サポーター養成講座が開催されました。認知症はだれ
でもなる可能性のある病気で、85歳以上の４人に１人は症状がある
といわれています。認知症サポーターは、認知症の人や家族を見守り、
できる範囲で生活の手助けをする応援者です。２日間で81人が参加
した今回の講座では、十日町市認知症キャラバン・メイトの皆さんを
中心とした寸劇で認知症の症例や対応方法などを分かりやすく説明。
さらに、総合窓口に認知症の人が来た場合を想定した実践練習も行い、
参加者の知識を深めました。受講後には、サポーターの印となるブレ
スレット「オレンジリング」が参加者全員に配られました。

　１月９日㈯・10日㈰、千手中央コミュニティセンターで
ネージュスポーツクラブ子育て勉強会が開催されました。講
師は子どもの脳の発達を研究している、小児科医で文教大学
教育学部教授の成田奈緒子さん。勉強会には２日間で延べ
191人の市民が参加しました。２日目には「脳とこころの子
育て」と題した講演会が行われ、成田さんは子どもたちの健
やかな成長のための環境づくりを「脳科学」の視点から詳し
く解説。「早ね、早おき、朝ごはん」は心と体のバランスを
コントロールする脳内物質セレトニンをたくさん分泌させる
と説明し、規則正しい生活の重要性を説いていました。

　

１
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
の
２
日
間
、
東
京
都

葛
飾
区
宝ほ

う

木き

塚づ
か

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
約
70
人

が
十
日
町
市
を
訪
れ
、
雪
遊
び
を
体
験
し
な
が

ら
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
冬

の
体
験
交
流
会
は
今
年
で
８
回
目
と
な
り
ま

す
。
松
之
山
公
民
館
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
「
雪

の
タ
ワ
ー
づ
く
り
」
や
リ
レ
ー
な
ど
雪
上
運
動

会
を
し
た
り
、
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
で
は
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
や
そ
り
遊
び
な
ど
を
体
験
し
た
り
し

ま
し
た
。
最
後
は
「
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
大
会
」

で
盛
り
上
が
り
、
雪
国
の
遊
び
を
満
喫
し
た
２

日
間
の
体
験
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

ポスト新潟DCのシンボルマーク

で
は
の
「
お
も
て
な
し
」
に
な
る
の
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
部
分
が
地
域
の
宝
物
で
、

観
光
資
源
に
な
る
と
全
体
で
認
識
し
て
共

有
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
市
内
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
地
域
の
宝

物
を
再
発
見
し
た
り
発
信
し
よ
う
と
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
新
潟
デ
ス
テ
�
ネ
ー
シ

�
ン
キ
�
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
き
っ
か
け

に
、
こ
こ
数
年
で
こ
の
動
き
が
活
発
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
、
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
宝
物
が
地
元
に
あ
っ
て
、

そ
れ
が
観
光
資
源
に
な
る
と
い
う
認
識
が

広
ま
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

�
伊
豆
の
し
に
せ
旅
館
に
て
�

　
先
日
、
伊
豆
の
あ
る
し
に
せ
旅
館
に
泊

ま
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。そ
の
宿
で
は
、

毎
朝
、
地
域
に
伝
わ
る
季
節
の
野
草
茶
を

部
屋
へ
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま

す
。
お
か
み
が
自
ら
収
穫
し
て
煎
じ
、
届

け
て
回
る
の
で
す
。
伝
統
の
風
習
で
、
地

元
の
野
草
茶
と
温
泉
の
相
乗
効
果
を
ぜ
ひ

体
験
し
て
ほ
し
い
か
ら
始
め
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
お
か
み
が
さ
び
し
そ

う
に
言
う
に
は
、
昨
今
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
う
る
さ
が
り
、
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
の
こ
と
。「
せ
っ
か
く
の
気
持
ち
が
伝

わ
ら
な
い
の
で
は
、
残
念
で
し
ょ
う
」
と

言
い
な
が
ら
、感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
伝
わ
ら
な
い
」の
で
は
な
く
て
、

「
伝
え
て
い
な
い
」
の
で
は
と
い
う
こ
と

で
す
。
伝
統
の
風
習
だ
か
ら
、
だ
け
で
は

あ
り
が
た
く
な
い
し
、
説
明
が
足
り
な
い

　
平
成
18
年
８
月
か
ら
十
日
町
市
観
光
振

興
コ
ー
デ
�
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
香
月
千

秋
さ
ん
。
観
光
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
視
点
か
ら
、
市
の
観
光
振
興
の
助
言
や

指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行

雑
誌
編
集
長
の
立
場
か
ら
十
日
町
市
の
山

菜
や
温
泉
な
ど
の
観
光
素
材
を
、
る
る
ぶ

F
R
E
E
「
私
の
旅
レ
シ
ピ
」
誌
面
で

P
R
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
市
や
観
光
協
会
の
職
員
に
研
修
を
行

う
な
ど
積
極
的
に
観
光
誘
客
の
取
り
組
み

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
香
月
さ

ん
に
地
域
の
魅
力
の
伝
え
方
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

�
十
日
町
の
宝
物
を
情
報
発
信
す
る
�

　
十
日
町
市
を
訪
れ
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と

は
、
こ
の
地
域
の
広
い
意
味
で
の
豊
か
さ

と
温
か
さ
で
す
。
食
や
季
節
の
行
事
、
自

然
、
風
景
、
温
泉
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
が
、一
番
の
魅
力
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
宝
物
が
、
十
日
町
市
の
観

光
資
源
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
ほ
か
の
地

域
の
人
た
ち
に
伝
わ
り
、
十
日
町
市
な
ら

の
だ
と
思
い
ま
す
。

�
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
�

　
こ
れ
か
ら
は
、
ど
う
し
て
こ
れ
が
宝
物

な
の
か
を
説
明
し
て
伝
え
て
い
く
段
階
だ

と
思
い
ま
す
。
伝
え
て
い
く
の
は
、
次
の

世
代
へ
で
も
あ
る
し
、
地
域
か
ら
地
域
へ

で
も
あ
り
ま
す
。
十
日
町
市
を
こ
れ
か
ら

訪
れ
て
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
人
た
ち

は
、異
な
る
文
化
圏
か
ら
や
っ
て
来
ま
す
。

だ
か
ら
、
地
域
の
宝
物
が
い
か
に
す
ご
い

も
の
な
の
か
を
、
今
の
何
倍
も
説
明
す
る

こ
と
が
、「
お
も
て
な
し
」
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
説
明
も
丁
寧
に

解
説
す
る
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は
な

く
、
新
し
い
キ
�
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ
け

た
り
、
異
な
る
分
野
の
観
光
資
源
を
合
わ

せ
て
提
案
し
た
り
、
な
ど
の
工
夫
が
不
可

欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
和

食
に
ワ
イ
ン
が
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
に
。
こ

れ
か
ら
も
新
し
い
視
点
か
ら
模
索
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

この土地で採れた山菜の味は絶品！魅力的な観
光資源となる地域の素材です

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

⑲

　今回は、十日町市の観光振興コーディネーターで、㈱JTBパブリ

ッシング・るるぶFREE「私の旅レシピ」編集長の香
か

月
つ き

千秋さんに、

十日町市の観光振興に向けてのアドバイスを伺いました。

～十日町市の地域
　　文化で「おもてなし」～

１月15日㈮に松之山地域で行われ
たすみ塗りに参加した香月さん

12市報とおかまち『だんだん』平成22年2月10日号

　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。
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▼
市
報
で
は
、
市
内
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を

取
り
上
げ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
本
号
の
全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
壮
行

会
も
そ
の
一
つ
。
取
材
で
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
い
る
と
、
な
に
げ
に

大
会
優
勝
と
か
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

学
生
時
代
、
へ
た
れ
運
動
部
員
で
優
勝
と
は

無
縁
の
私
と
し
て
は
、
本
人
の
絶
え
間
な
い

努
力
が
あ
る
に
し
ろ
、
そ
れ
を
い
と
も
た

や
す
く
実
行
す
る
こ
と
に
す
ご
さ
を
感
じ
ま

す
。
学
級
崩
壊
な
る
言
葉
が
当
た
り
前
に
出

て
く
る
今
日
、
自
己
を
律
し
目
標
に
向
か
っ

て
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
若
者
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
今
を
大
切
に
し
て
、
支
え
て
く
れ
る

周
り
の
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、
十
日
町
市
を

し
ょ
っ
て
立
つ
人
に

成
長
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

▼
90
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
誇
る
「
松
代
相

撲
」。ラ
ジ
オ
も
な
い
大
正
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
と
聞
き
、
先
人
の
ア
イ
デ
ア
に
感
心
し
つ

つ
、
当
時
の
生
活
や
苦
労
に
思
い
を
は
せ
た

初
場
所
千
秋
楽
で
し
た
。
と
ば
く
は
禁
止

で
あ
る
と
警
察
に
言
わ
れ
て
も
、
か
け
行
為

は
し
て
い
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
継
続
が
認

め
ら
れ
た
な
ど
の
苦
労
話
も
お
聞
き
し
ま
し

た
。
初
場
所
15
日
間
の
あ
い
さ
つ
は
決
ま
っ

て
「
何
点
だ
っ
け
？
」。
そ
ん
な
言
葉
の
や

り
取
り
が
、
寒
さ
や
除
雪
作
業
を
少
し
で
も

軽
減
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

▼
大
正
９
年
は
第
１
回
国
勢
調
査
が
行
わ
れ

た
年
で
、
そ
の
当
時
20
あ
っ
た
町
村
（
人
口

計
７
６
、
０
８
９
人
）
が
合
併
や
編
入
を
経

て
現
在
の
十
日
町
市
に
。
早
い
も
の
で
新
市

誕
生
か
ら
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
先
人
た
ち
は
ど

ん
な
思
い
で
私
た
ち

を
見
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

(佐)(ふ)

　
農
家
の
お
母
さ
ん
が
、
地
場
産
の

手
作
り
み
そ
加
工
を
教
え
ま
す
。
●

日
時
＝
３
月
５
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
・
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
・
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
正

午
※
で
き
る
限
り
３
日
間
続
け
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
（
１
日
だ
け
の
参

加
も
可
）
●
会
場
＝
四
季
彩
館
え
ぷ

ろ
ん
（
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店
敷
地
内
）

●
参
加
費
＝
２
、
５
０
０
円
（
材
料

費
）
※
み
そ
５
㎏
持
ち
帰
り
●
定
員

＝
先
着
20
人
●
講
師
＝
農
村
地
域
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
た
く
り
の
会
●

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

マ
ス
ク
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

19
日
㈮
ま
で
に
農
林
課
６
次
産
業
振

興
室
（
☎
７
５
７
―
３
１
２
０
）

耐
震
実
験
＆
工
作
会

　
管
内
初
の
上
級
講
習
会
で
す
。
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
外

傷
の
応
急
手
当
な
ど
、
実
技
を
中
心

に
習
得
し
ま
す
。
受
講
条
件
は
あ
り

ま
せ
ん
。
参
加
者
に
は
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
７
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
●

会
場
＝
十
日
町
消
防
署
●
定
員
＝
先

着
20
人
●
受
講
料
＝
無
料
※
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
４
日
㈭
ま

で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
警
防
課

救
急
係
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

　
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し

た
出
前
耐
震
講
座
で
す
。
紙
で
模
型

を
作
っ
て
耐
震
実
験
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
２
月
20
日
㈯
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ

＝
㈳
新
潟
県
建
築
士
会
中
魚
沼
支
部

事
務
局
（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
☎

７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、
育

て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。
●
日

時
＝
３
月
４
日
㈭
・
16
日
㈫
午
後
１

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳

し
い
教
室
内
容
や
送
迎
バ
ス
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●

期
間
＝
３
月
１
日
㈪
〜
29
日
㈪
●
参

加
費
＝
期
間
中
４
回
受
講

：

５
、
０

０
０
円
、
回
数
無
制
限

：

８
、
０
０

０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
８
―
３
３
４
３
）

十
日
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

選
手
（
男
子
）
募
集
！

　
さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
か
か

わ
る
田
中
優
さ
ん
（
未
来
バ
ン
ク
事

業
組
合
理
事
長
）
の
講
演
会
で
す
。

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

春
の
体
験
教
室

時
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
十
日
町
保

健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）
●
対
象

＝
妊
婦
さ
ん
と
家
族
（
初
日
は
パ
パ

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）
●
参

加
費
＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

２
月
25
日
㈭
ま
で
に
健
康
支
援
課
母

子
保
健
係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

　
日
常
生
活
で
感
染
症
に
か
か
ら
な

い
た
め
の
注
意
点
や
予
防
対
策
な
ど

を
学
び
ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
20
日

㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
開

場
１
時
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
定

員
＝
先
着
１
０
０
人
※
保
育
預
か
り

（
定
員
20
人
程
度
）
も
あ
り
ま
す
●

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
19

日
㈮
ま
で
に
長
岡
療
育
園
（
☎
０
２

５
８
―
46
―
６
６
１
１
）

●
日
時
＝
２
月
24
日
㈬
午
後
７
時
〜

９
時
（
開
場
６
時
30
分
）
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
無
料
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
22
日
㈪
ま
で
に

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
十

日
町
地
域
協
議
会
（
農
林
課
内
☎
７

５
７
―
９
９
２
６
）

長
岡
療
育
園
　
発
達
講
座

　
十
日
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

は
、
県
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
を
目
指

し
て
２
０
０
９
年
に
結
成
し
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
な
人
や

興
味
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
、
い
っ

し
ょ
に
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
に
励

ん
で
く
れ
る
選
手
（
男
子
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
毎
週
練
習
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。
今
後
は
、
５
月
の
全
日
本

選
手
権
大
会
新
潟
予
選
を
は
じ
め
、

各
種
大
会
へ
の
参
戦
を
目
標
に
練
習

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
・
村
山
（
☎
０
９
０
―
３
３
１

８
―
９
３
２
０
）

上
級
救
命
講
習
会

手
作
り
み
そ
体
験
教
室

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

講
演
会
「
地
球
環
境
を
見

据
え
て
、
私
た
ち
が
す
べ

き
地
域
づ
く
り
」

フォーラム 火焔街道往来 2010

22
年
度
学
校
体
育
施
設

開
放
事
業
の
ご
案
内

㈳
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

市
施
設
管
理
者
募
集

●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●
対
象
＝
満

58
〜
64
歳
の
人
●
任
用
期
間
＝
原
則

と
し
て
１
年
間
●
勤
務
場
所
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
な
ど
●
選
考
方
法
＝

書
類
審
査
な
ど
●
申
込
み
・
問
合
せ

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数

十
日
町

谷内丑
住宅

昭和59年度建築
鉄筋コンクリート造

３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

16,800円　
〜25,000円

１戸

黒沢
市営住宅

昭和46年度建築
簡易耐火造２階建

５帖１室、
３帖１室、DK

8,200円　
〜12,200円

１戸

松
代

善宗塚
住宅

昭和52年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

12,000円　
〜17,900円

１戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
２
月
15
日
㈪
〜
３
月

１
日
㈪
※
入
居
資
格
な
ど
条
件
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課
建
築

住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

業
関
係
者
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２

月
15
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込

書
（
申
込
み
先
に
配
置
）
を
農
林
課

農
業
振
興
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
２

２
）
ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課

　
市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）
の

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
主
に

夜
の
時
間
帯
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た

め
に
開
放
し
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら

は
使
用
料
が
発
生
し
ま
す
。
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

７
５
２
―
３
１
０
３
）ま
た
は
川
西
・

中
里
・
松
代
・
松
之
山
公
民
館

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

農
業
者
説
明
会

　
農
林
水
産
省
北
陸
農
政
局
新
潟
農

政
事
務
所
に
よ
る
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
●
日
時
＝
２
月
25
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
対
象
＝
市
内
の
農
業
者
・
農

だ
ん
だ
ん
ト
ー
ク
日
程

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

　
市
報
１
月
10
日
号
で
『
だ
ん
だ
ん

ト
ー
ク
』
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
２
月
18
日
㈭
に
中
里
地
域

で
開
催
予
定
の
時
間
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
変
更
後
の
日
時
・
会
場
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
●
日
時
＝

２
月
18
日
㈭
午
後
７
時
〜
８
時
●
会

場
＝
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
●
対
象
区

域
＝
田
沢
第
３
地
区
振
興
会（
干
溝
、

荒
屋
、
山
崎
、
桔
梗
原
、
通
り
山
、

芋
川
新
田
の
６
集
落
）
●
問
合
せ
＝

総
務
課
広
報
広
聴
係
（
☎
７
５
７
―

３
１
１
２
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
全
国
統
一
の
番
号
で
消
費
生
活
相

＝
３
月
１
日
㈪
ま
で
に
、
履
歴
書
を

㈳
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
７
５
８
―
４
８
０
９
）

談
窓
口
に
つ
な
が
る
「
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
番

号
は
０
５
７
０
―
０
６
４
―
３
７
０

で
、
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
の
ど
ち

ら
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
市
内
か
ら

電
話
し
た
場
合
、月
〜
土
曜
日
は「
新

潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
、
日

曜
日
は
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に

接
続
さ
れ
ま
す
。
消
費
生
活
の
悩
み

は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境

政
策
室（
電
話
７
５
７
―
３
７
４
０
）

寄付ありがとう
１月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝池田春夫

（田川町３）佐野比呂史（稲荷町３東）

滋野大介（野口）福原昭彦（新座３）

蕪木金一（上川町）遠藤八十一（本町５）

古澤郁夫（本町１下）登坂健二郎（駅

通り）児玉義昭（稲葉）長谷川吉徳（上

新田４）長谷川真利（上新田４）西方

勝一郎（上川町）阿部彰次郎（寿町４）

南雲和浩（田中町）馬場浩一（高田町

５）樋口誠（土市４）本間敬（山本町１）

池田和彦（稲荷町西）市村均（本町３）

長谷川辰雄（上新田４）柳政太郎（南

新田町１）生越徹（下条栄町）徳永正

和（新潟市）菅原茂（新潟市）石山毅

（新潟市）藤田英雄（小千谷市）矢沢

富雄（長岡市）星名誠二（大阪府吹田市）

根津万寿夫（東京都板橋区）春日寛（東

京都武蔵野市）春日恒子（東京都武蔵

野市）庭野議隆（東京都港区）小幡和

徳（千葉県佐倉市）田口泉（群馬県藤

岡市）池毅彦（福岡県福岡市）十日町

砂利㈱（小泉３）十日町舗材㈱（小泉

３）十日町生コン㈱（小泉３）㈲登坂

コンタクトレンズ研究所（駅通り）

●社会福祉施設へ＝矢口邦治（昭和町４・

木工品〈干支44個〉）

●つくし園へ＝イオンリテール㈱ジャス

コ十日町店（パーソナルＭＤシステム

ほか）

●情報館へ＝柳謙二（六箇山谷）㈶地方

行政総合研究センター（大阪府大阪市）

●博物館へ＝渡辺ひろ（学校町２）

　新潟市・長岡市・十日町市・津南町で構成する信濃

川火焔街道連携協議会では、「世界の中の火焔土器（ヨ

ーロッパ編）」と「火焔土器文化の周辺」をテーマに記

念講演とシンポジウムを開催します。

■日時・会場

　①２月27日㈯ 午後１時30分〜５時／長岡商工会議所

　②２月28日㈰ 午前10時〜午後３時30分／県立歴史博

　　物館

■参加費：無料　　　■定　員：各日先着150人

■講　師：小林達雄さん（国学院大学名誉教授）、サイ

　モン・ケーナーさん（英国セインズベリー日本芸術

　研究所副所長）、今福利恵さん（山梨県教育庁）ほか

■申込み：２月24日㈬（必着）までに、希望日・住所・

　氏名・電話番号を記入したハガキかFAXを下記へ送付

　〒940-0072長岡市柳原町2-1　長岡市立科学博物館

　☎0258-32-0546　FAX0258-36-7691

※詳しくは、信濃川火焔街道連携協議会ホームページ

　（http://www.kaen-kaido.com）をご覧ください

■問合せ：博物館　☎757-5531
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



に
じ
と
チ
ョ
ウ
が
重
な
る
と
こ
ろ

を
切
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

に
じ
の
色
を
チ
ョ
ウ
の
好
き
な
花
が

ら
に
し
ま
し
た
。
チ
ョ
ウ
が
に
じ
の
世

界
に
飛
ん
で
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

久
保
田
真ま

琴こ
と

さ
ん
（
５
年
）

にじの世界へ飛んで
いけ

お
し
ろ
の
ま
わ
り
に
は
、
大
き
な
は

し
や
み
ず
う
み
が
あ
っ
て
と
て
も
に
ぎ

や
か
な
ま
ち
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ち
の

よ
う
す
を
見
て
い
る
ぼ
く
も
い
ま
す
。

楽
し
い
絵
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

小
杉
広ひ

ろ

輝き

さ
ん
（
２
年
）

たまごからおしろが

生まれたよ

運
動
会
で
力
い
っ
ぱ
い
応
援
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
ち
が
え

た
と
こ
ろ
を
ぬ
り
な
お
し
た
り
、
色

を
重
ね
た
り
し
て
か
き
ま
し
た
。
か

べ
の
色
を
工
夫
し
て
ぬ
り
ま
し
た
。

大
平
昂こ
う

耶や

さ
ん
（
３
年
）

おうえんだん

　
は
あ
と
ち
ゃ
ん
と

　
　
ブ
ラ
ン
コ
を
し
た
い
な

春川夏
か

音
のん

さん（１年）
やぎの「はあとちゃん」とブランコをしたらたのしいなと思いました。お友だちもいっしょにあそんでたのしそうです。はあとちゃんのほそい目をよく見てかきました。

■ 人　口  60,662人（－89） 男  29,702人（－37）  女  30,960人（－52）
■ 世帯数  20,020世帯（－11） １月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

56

十
日
町
小
学
校

　
宇
宙
う
さ
ぎ
が

　
　
　
　
や
っ
て
き
た
！

金紙をくしゃくしゃにしてはり、「うさ
ぎ星」が細かく光るようにしました。光る
色紙と絵の具を組み合わせて、想像した宇
宙うさぎの絵を工夫できたと思います。

関川朋
とも

弥
や

さん（４年）

　
大
好
き
な
十
小

花に日が当たっているように、影をつ
けるところが大変でした。明るい感じの
十小になって良かったです。この校舎と
もお別れなので、いい記念になりました。

田村百
もも

絵
え

さん（６年）
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